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は
じ
め
に

金
陵
子
こ
と
唐
淳
の
『
黄
帝
陰
符
經
注
』（

１
）（

以
下
「
唐
淳
『
注
』」
と
略
す
）
は
全
真
教
開
祖
王
重
陽
が
注
目
し
た
点
と（

２
）、
錬
丹
の
立
場
で
一
貫

し
て
い
る
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。
管
見
に
依
れ
ば
、
唐
淳
『
注
』
以
前
に
錬
丹
の
観
点
で
一
貫
し
た
注
釈
は
撰
述
さ
れ
て
い
な
い（

３
）。
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、
全
真
教
七
真
の
一
人
・
馬
丹
陽
（
一
一
二
三
〜
一
一
八
三
）
が
「
金
陵
子
注
陰
符
」（『
丹
陽
眞
人
語
録
』）
と
言
及
し
て
い

る
こ
と
か
ら（

４
）、「
金
陵
子
注
」
撰
述
の
下
限
は
十
二
世
紀
後
半
、
即
ち
南
宋
高
宗
期
・
金
朝
中
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
馬
丹
陽
が
引
く

唐
淳
『
注
』
は
「
神
是
炁
之
子
、炁
是
神
之
母
」
の
句
の
み
で
、そ
れ
が
「
金
陵
子
」
或
い
は
「
唐
淳
」
の
注
で
あ
る
と
明
言
し
て
は
い
な
い
。

こ
の
句
は
、
五
代
後
梁
の
強
名
子
『
眞
氣
還
元
銘
』（04a/07
）、
北
宋
の
曹
道
沖
『
道
徳
經
』
注
（
彭
耜
『
道
徳
眞
經
集
註
』05/22b/01

）、『
雲
笈

七
籤
』「
神
炁
養
形
説
」（34/16b/01

）、
北
宋
以
後
の
呂
知
常
『
道
徳
經
』
注
（
危
大
有
『
道
徳
眞
經
集
義
』08/21a/04

）
な
ど
が
引
用
し
、
五
代
か

ら
北
宋
に
か
け
て
『
老
子
』
と
関
連
付
け
て
歓
迎
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（

５
）。
唐
淳
『
注
』
も
続
け
て
『
老
子
』
を
引
用
し
て
い
る
（
唐
淳

『
注
』
上/01b/04

）。
馬
丹
陽
が
「
金
陵
子
注
陰
符
」
を
目
睹
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
唐
淳
『
注
』
か
ら
直
接
こ
の
句
を
引
用
し
た

確
証
が
無
い
以
上
、
早
期
全
真
教
と
唐
淳
『
注
』
と
の
関
係
は
、
唐
淳
『
注
』
に
即
し
て
改
め
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

唐
淳
『
注
』
は
先
行
す
る
『
陰
符
經
』
諸
注
の
内
容
を
必
ず
し
も
継
承
す
る
も
の
で
は
な
い
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、
唐
淳
『
注
』

唐
淳
『
黄
帝
陰
符
經
注
』
の
思
想
と
道
教
思
想
史
上
の
位
置山
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が
引
く
「
老
母
曰
」
の
句
は
『
道
樞
』
巻
三
「
陰
符
篇
」
と
一
致
す
る
が（

６
）、
唐
淳
『
注
』
に
は
更
に
『
道
樞
』
の
そ
の
他
の
巻
と
表
現
上
一
致

す
る
箇
所
を
確
認
出
来
る
。『
道
樞
』「
陰
符
篇
」
の
一
部
は
北
宋
以
前
の
錬
丹
文
献
に
基
づ
い
て
お
り（

７
）、仮
に
、北
宋
錬
丹
文
献
↓
唐
淳
『
注
』

↓
「
陰
符
篇
」
の
順
で
撰
述
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
唐
淳
『
注
』
の
文
献
引
用
の
形
式
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
北
宋
錬
丹
文
献
に
何
等
か
の
形
で

言
及
し
た
は
ず
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
唐
淳
『
注
』
に
は
そ
う
し
た
言
及
が
見
ら
れ
な
い
以
上
、
こ
れ
ら
北
宋
錬
丹
文
献
に
基

づ
い
て
『
道
樞
』「
陰
符
篇
」
が
先
ず
撰
述
さ
れ
、
そ
の
冒
頭
に
「
李
筌
得
黄
帝
陰
符
之
經
于
神
嵩
之
山
、
而
未
知
其
止
也
。
其
後
遇
驪
山
姥

而
問
焉
。
姥
曰
…
」（『
道
樞
』03/07b/05

）
と
あ
る
の
に
依
拠
し
て
、「
陰
符
篇
」
全
体
の
内
容
を
「
老
母
曰
」
と
唐
淳
『
注
』
が
見
做
し
て
基

づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
推
測
は
唐
淳
『
注
』
の
撰
述
時
期
と
も
関
わ
る
。『
道
樞
』
の
撰
述
時
期
は
一
一
五
〇
年
前
後
と
推
測
さ
れ
て

お
り（

８
）、
唐
淳
『
注
』
が
『
道
樞
』
の
後
、
馬
丹
陽
の
前
に
撰
述
さ
れ
た
と
な
れ
ば
、
そ
の
撰
述
時
期
は
一
一
五
〇
年
以
後
の
数
十
年
間
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

一
、
唐
淳
『
注
』
の
文
献
問
題

次
に
、
や
や
詳
細
に
唐
淳
『
注
』
の
文
献
問
題
に
就
い
て
見
て
お
き
た
い
。

（
一
）、
唐
淳
『
注
』
と
先
行
『
陰
符
經
』
注

唐
淳
『
注
』
と
先
行
『
陰
符
經
』
注
と
の
関
係
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



3

唐
淳
『
注
』

赤
松
子
等
『
黄
帝
陰
符
經
集
解
』

（
1 
）－ 
1

夫
神
者
、
在
目
爲
視
、
在
耳
爲
聽
、
在
舌
爲
言
、
在
鼻
則
聞
香
、
在

手
則
拳
握
、
在
足
則
行
、
晝
則
爲
想
、
夜
則
爲
夢
、
呼
則
來
、
遣
則
去
、

在
心
爲
志
、
言
爲
文
章
（
唐
淳
『
注
』
上/01a/04

）

（
1 

）－

2

七
賢
云
、
五
星
、
五
嶽
、
五
臟
、
五
方
、
五
賊
（『
同
』
上/03b/08

）

（
1
）

赤
松
子
曰
、
五
賊
者
五
行
也
、
在
天
爲
五
星
、
在
人
爲
五
臟
、

於
眼
爲
五
色
、
於
耳
爲
五
聲
、
以
至
鼻
之
五
香
、
舌
之
五
味
、

身
之
五
觸
、
心
之
五
毒
、
皆
曰
五
賊
（
赤
松
子
等
『
集
解
』
上

03b/10

）

唐
淳
『
注
』
の
二
条
は
赤
松
子
等
『
集
解
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。（
1 

）

－

2
の
「
七
賢
」
は
一
般
に
は
伊
尹
等
『
黄
帝
陰
符
經
集
注
』
を

指
す
こ
と
が
多
い
が
、
現
行
伊
尹
等
『
集
注
』
に
同
文
は
見
ら
れ
な
い
。
唐
淳
『
注
』
は
赤
松
子
等
『
集
解
』
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

唐
淳
『
注
』

袁
淑
眞
『
黄
帝
陰
符
經
集
解
』

（
1
）

袁
叔
眞
人
曰
、
夫
用
兵
者
、
雄
豪
入
戰
、
乃
獲
其
勝
。
使
黄
公
三
畧
、

呂
望
六
韜
、
孫
子
十
三
篇
、
以
少
敵
多
、
以
寡
敵
衆
、
以
弱
敵
強
、

迴
敗
作
勝
、
此
三
兵
法
也
。
豈
用
師
衆
而
敵
寡
者
也
。
…
章
言
、
孫

呉
韓
白
、
皆
得
強
兵
戰
勝
之
術
。
凡
攻
戰
之
法
、
兵
強
陰
謀
詭
詐
以

命
煞
命
神
鬼
之
行
、豈
達
陰
符
旨
趣
哉
、古
聖
人
旨
趣
哉
。
攝
養
之
方
、

是
謂
強
兵
戰
勝
（『
同
』
下/06b/01

）

（
1
）

至
如
古
今
名
將
、
孫
、
呉
、
韓
白
、
武
侯
、
諸
葛
、
衞
公
、
李

靖
、
皆
善
用
師
、
悉
能
三
反
晝
夜
、
成
功
立
事
（
袁
淑
眞
『
集
解
』

下/02a/09

）



唐淳『黄帝陰符經注』の思想と道教思想史上の位置 4

（
2
）

機
在
目
者
、
袁
叔
眞
人
曰
、
心
者
欲
之
源
、
目
者
色
之
根
。
目
主
見
、

心
主
知
。
心
苟
不
知
、
目
不
能
辨
、
由
此
言
之
耳
（『
同
』
下/08a/10

）

（
3
）

亢
倉
子
曰
、
貴
則
語
通
、
富
則
身
通
、
窮
則
意
通
、
靜
則
神
通
、
此

四
通
之
義
也
（『
同
』
下/10a/06
）

（
4
）

聖
人
將
飛
禽
翺
翔
、
喩
如
羽
客
者
、
飛
禽
乘
一
氣
而
上
青
霄
、
人
不

如
也
。
人
爲
萬
物
之
靈
、
不
能
制
伏
道
徳
之
氣
、
固
窮
養
命
、
如
善

用
道
徳
之
氣
者
、如
龍
換
骨
、如
蛇
退
皮
、如

脱
殻
。
人
則
修
錬
換
形
、

飛
入
大
羅
、
上
登
雲
漢
、
不
亦
難
乎
（『
同
』
下/10b/04
）

（
2
）

機
在
目
者
、
言
人
動
生
妄
心
於
物
者
、
皆
由
目
睹
而
心
生
。
故

云
、
機
在
目
。
欲
令
誡
愼
其
目
、
勿
令
妄
視
邪
淫
之
色
、
使
心

於
物
不
生
妄
動
之
機
、
不
撓
平
和
之
性
、
以
保
壽
固
躬
也
（『
同
』

下/03a/10

）

（
3
）

故
亢
倉
子
云
、
貴
則
語
通
、
富
則
身
通
、
窮
則
意
通
、
靜
則
神
通
、

此
四
通
之
體
義
、
存
乎
至
靜
者
也
（『
同
』
下/05a/07

）

（
4
）

禽
者
羽
化
百
鳥
之
類
也
。
氣
者
天
地
元
和
之
氣
也
。
人
之
運
動
、

皆
以
手
足
進
退
爲
利
、
禽
鳥
運
動
皆
以
翅
鼓
氣
、
以
心
進
退
。

翺
翔
雲
霄
、
人
不
如
也
。
言
鳥
在
空
中
、
尚
能
乘
制
元
和
之
氣
、

心
動
翅
鼓
、
無
所
不
之
、
上
下
由
己
。
況
人
言
最
靈
、
不
能
善

用
天
地
道
徳
之
氣
、
固
躬
養
命
、
以
至
長
生
久
視
乎
。
若
人
善

能
制
道
徳
之
氣
、則
遨
遊
太
虚
、大
羅
兜
率
。禽
鳥
不
足
方
也（『
同
』

下/06b/02

）

（
1
）の「
袁
叔
眞
人
」は
恐
ら
く
は
袁
淑
眞
で
あ
ろ
う
が
、現
行
袁
淑
眞『
集
解
』に
同
文
は
確
認
出
来
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、唐
淳『
注
』



5

後
段
の
「
章
言
孫
呉
韓
白
〜
」
は
袁
淑
眞
『
集
解
』
に
相
当
し
よ
う（

９
）。（

2
）
も
現
行
袁
淑
眞
『
集
解
』
に
完
全
に
一
致
す
る
記
述
は
な
い
が
、

袁
淑
眞
『
集
解
』
と
見
做
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
も
し
、（
1
）（
2
）
の
「
袁
叔
眞
人
」
が
袁
淑
眞
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
唐
淳
が
目
に
し
た

『
集
解
』
と
現
行
と
で
は
若
干
の
違
い
が
有
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。（
3
）（
4
）
は
何
れ
も
袁
淑
眞
『
集
解
』
と
一
致
す
る

）
10
（

。

唐
淳
『
注
』

蹇
昌
辰
『
黄
帝
陰
符
經
解
』

又
師
者
兵
也
、
衆
也
。
如
此
言
之
、
則
文
理
可
否
、
言
不
合
道
也
（『
同
』

下/07b/03

）

師
者
、
衆
也
（
蹇
昌
辰
『
解
』10b/10

）

唐
淳
『
注
』
の
記
述
は
蹇
昌
辰
『
解
』
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る

）
11
（

。

唐
淳
『
注
』
が
先
行
『
陰
符
經
』
注
を
踏
ま
え
る
の
は
以
上
に
限
ら
れ
、
又
、
そ
れ
ら
は
唐
淳
『
注
』
の
特
色
で
あ
る
錬
丹
思
想
と
は
無
関

係
で
あ
る
。
唐
淳
『
注
』
は
先
行
諸
注
を
参
考
に
し
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
さ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う

）
12
（

。

（
二
）、
唐
淳
『
注
』
と
先
行
文
献

次
に
、
唐
淳
『
注
』
と
そ
の
他
の
文
献
と
の
関
係
に
就
い
て
見
て
お
き
た
い

）
13
（

。
尚
、『
道
樞
』
に
就
い
て
は
後
段
で
改
め
て
触
れ
る
。

太
白
眞
人
曰
、
五
行
顛
倒
術
、
龍
從
火
裏
出
、
五
行
不
順
行
、
虎
向
水
中
生
。
眞
一
子
曰
、
此
二
十
字
、
少
則
少
焉
、
妙
則
妙
焉
、
是
謂

泄
天
地
互
用
之
機
（
唐
淳
『
注
』
上/05a/05

）

「
五
行
顛
倒
」
に
関
す
る
「
太
白
眞
人
曰
」
の
句
は
多
く
の
文
献
に
引
用
さ
れ
て
い
る

）
14
（

。
最
も
早
い
例
の
一
つ
が
五
代
・
彭
曉
『
周
易
參
同
契

分
章
通
眞
義
』（
中/21b/08

）
に
見
ら
れ
る
（
以
下
「『
分
章
通
眞
義
』」
と
略
す
）。
北
宋
後
半
以
前
の
撰
述
と
見
做
さ
れ
て
い
る
『
西
山
群
仙
會
眞

記
』

）
15
（

も
以
下
の
様
に
述
べ
る
（
以
下
「『
會
眞
記
』」
と
略
す
）。
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太
白
眞
人
曰
、
五
行
顛
倒
術
、
龍
從
火
裏
出
。
五
行
不
順
行
、
虎
向
水
中
生
。
少
則
少
矣
、
妙
則
妙
矣
、
乃
所
以
泄
天
地
之
機
（『
會
眞
記
』

04/04a/04

）

唐
淳
『
注
』
の
引
用
は
『
會
眞
記
』
の
内
容
に
近
く
、
恐
ら
く
は
『
會
眞
記
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

魏
伯
陽
參
同
契
載
歌
曰
、
聖
人
奪
得
造
化
意
、
手
扶
日
月
安
爐
裏
、
微
微
騰
倒
天
地
精
、
攢
簇
陰
陽
走
神
鬼
、
日
魂
月
魄
若
人
識
、
識
者

便
是
神
仙
子
、
錬
之
餌
之
千
日
期
、
身
既
無
陰
那
得
死
（
唐
淳
『
注
』
上/06a/08

）

こ
の
「
歌
」
は
『
參
同
契
』
の
正
文
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
分
章
通
眞
義
』（『
分
章
通
眞
義
』
上/04b/09

）
及
び
幾
つ
か
の
文
献
が
「
古
歌
曰
」

と
し
て
引
用
し
て
い
る）

 

16
（

。

素
問
上
古
天
眞
論
曰
、
余
聞
、
上
古
眞
人
提
挈
天
地
、
把
握
陰
陽
、
呼
吸
精
氣
、
獨
立
守
神
、
肌
肉
若
一
、
故
能
壽
比
天
地
、
無
有
終
始

（
唐
淳
『
注
』
上/06b/02

）

こ
れ
は
『
黄
帝
内
景
素
問
』「
上
古
天
眞
論
篇
第
一
」
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

　

張
夢
乾
曰
、
攝
乾
坤
於
掌
上
、
聚
散
三
辰
、
握
日
月
於
襟
前
、
捲
舒
八
景
（
唐
淳
『
注
』
上/06b/05

）

「
張
夢
乾
」
に
就
い
て
『
會
眞
記
』
は
「
張
夢
乾
三
遇
海
蟾
、方
得
三
乘
之
法
」（『
會
眞
記
』01/06a/03

）
と
述
べ
、彼
は
劉
海
蟾
の
「
三
乘
之
法
」

を
継
承
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る）
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（

。
同
文
は
『
道
樞
』「
會
眞
篇
」（38/04a/01

）
に
も
見
ら
れ
る
。

　

老
君
曰
、
澄
其
心
而
神
自
清
、
自
然
六
慾
不
生
、
三
毒
消
滅
（
唐
淳
『
注
』
上/09a/03

）

こ
れ
は
『
太
上
老
君
説
常
清
靜
妙
經
』（01b/03

）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

呂
眞
人
曰
、
天
機
深
遠
、
下
手
速
修
、
猶
太
遲
（
唐
淳
『
注
』
下/02b/10

）

唐
淳
よ
り
若
干
遅
れ
る
元
・
王
元
暉
注
『
太
上
老
君
説
常
清
靜
經
註
』
は
「
呂
洞
賓
云
」
と
し
て
こ
の
句
を
引
用
す
る
（『
太
上
老
君
説
常
清
靜

經
註
』22b/02

）。「
呂
洞
賓
」
の
こ
の
句
は
歓
迎
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、『
呂
純
陽
眞
人
沁
園
春
丹
詞
註
解
』（08b/10

）、『
呂
祖
志
』（「
藝
文
志
」
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06/21a/09

）
等
に
も
見
ら
れ
る
。

　

施
眞
人
曰
、
心
爲
使
炁
神
（
唐
淳
『
注
』
下/03a/09

）

白
玉
蟾
作
『
海
瓊
問
道
集
』（
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
初
）
に
「
施
肩
吾
之
詩
曰
」（『
海
瓊
問
道
集
』09a/10

）
と
見
ら
れ
、
唐
淳
『
注
』
の
当
時

に
流
布
し
て
い
た
言
説
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

化
書
云
、
仰
寥
廓
而
不
見
其
跡
、
處
虚
空
而
亦
無
聞
。
神
明
且
不
遠
、
君
子
常
正
其
心
（
唐
淳
『
注
』
下/05a/07

）

五
代
の
『
化
書
』「
游
雲
」（『
化
書
』01/5b/03

）
に
基
づ
く
。

　

朗
然
子
曰
、
有
人
通
得
泥
丸
穴
、
何
必
區
區
錬
大
丹
。
又
云
、
夾
脊
雙
關
至
頂
門
、
修
行
徑
路
此
爲
根
（
唐
淳
『
注
』
下/08a/05

）

何
れ
も
劉
希
岳
『
太
玄
朗
然
子
進
道
詩
』（03a/05

、06b/0

）
18
（9

）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

醫
書
云
、
心
重
十
二
兩
（
唐
淳
『
注
』
下/08b/10

）

『
備
急
千
金
要
方
』「
心
臟
脉
論
第
一
」
に
基
づ
く
。

以
上
を
要
す
る
に
、
現
在
確
認
で
き
る
範
囲
で
唐
淳
『
注
』
が
依
拠
し
た
先
行
文
獻
の
ほ
と
ん
ど
は
『
陰
符
經
』
の
正
文
と
は
本
来
無
関
係

の
内
容
で
あ
り
、
更
に
、
後
代
の
文
献
中
に
唐
淳
『
注
』
と
同
内
容
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、
逆
に
唐
淳
『
注
』
が
後
代
に
与
え

た
影
響
が
少
な
く
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
三
）、
唐
淳
『
注
』
と
『
道
樞
』

上
述
し
た
様
に
、『
道
樞
』「
陰
符
篇
」
の
冒
頭
に
「
姥
曰
…
」
と
有
る
こ
と
に
依
り
、
唐
淳
『
注
』
は
そ
れ
を
「
老
母
曰
」
と
し
て
自
身

の
注
文
中
に
引
用
し
て
い
る
。
松
本
氏
論
文
が
既
に
両
者
を
対
照
し
て
い
る
が

）
19
（

、
補
足
す
れ
ば
、「
老
母
曰
、
甘
酒
珍
饌
、
伐
性
之
戈
矛
也
。

婬
聲
美
色
、
破
骨
之
斧
鋸
」（
唐
淳
『
注
』
下/01a/08

）
は
陶
弘
景
『
眞
誥
』（02/9b/08
）
に
類
似
の
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
唐
淳
『
注
』
は
恐
ら
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く
は
「
陰
符
篇
」
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る

）
20
（

。
更
に
、「
老
君
曰
、
精
中
有
精
、
氣
中
有
氣
、
神
中
有
神
、
是
我
自
然
之
道
也
」（
唐
淳
『
注
』
下

/04a/01

）
は
、
唯
一
「
老
君
曰
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は
『
太
上
老
君
内
丹
經
』（03a/02

）
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
す
る
が
、
唐
淳
『
注
』

の
性
質
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
「
陰
符
篇
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
唐
淳
『
注
』
と
『
道
樞
』
の
そ
の
他
の
巻
を
対
照
し
て
お
く
。

唐
淳
『
注
』

『
道
樞
』

（
1
）

凡
書
云
、畜
之
爲
元
精
、施
之
爲
萬
靈
、含
之
爲
太
一
、放
之
爲
太
清
（
唐

淳
『
注
』
上/02a/09

）

（
2
）

故
曰
、五
日
一
候
、十
五
日
一
氣
、四
十
五
日
一
節
、九
十
日
一
季
（『
同
』

上/02b/05

、
下/04b/05

）

（
3
）

太
白
眞
人
曰
、
五
行
顛
倒
術
、
龍
從
火
裏
出
、
五
行
不
順
行
、
虎
向

水
中
生
（『
同
』
上/05a/05

）

（
4
）

陰
眞
君
曰
、
北
方
正
炁
號
河
車
、
東
方
甲
乙
成
金
砂
、
朱
雀
調
運
生

金
華
、
金
華
生
天
地
寶
（『
同
』
上/05a/08

）

（
1
）

藏
之
爲
元
精
、
用
之
爲
萬
靈
、
舍
之
爲
太
乙
、
放
之
爲
太
清
（『
道

樞
』「
五
化
篇
」01/08b/02

）

（
2
）

五
日
一
候
、
十
五
日
一
氣
、
一
月
一
鼎
、
四
十
五
日
一
節
、
同

此
（『
同
』「
九
轉
金
丹
篇
」
注24/16a/02

）

（
3
）

太
白
眞
人
歌
曰
、
五
行
顛
倒
術
、
龍
從
火
裏
出
、
陰
陽
不
順
行
、

虎
向
水
中
生
（『
同
』「
甲
庚
篇
」07/18b/03

）

（
4
）

陰
眞
君
曰
、
北
方
正
氣
者
河
車
也
、
東
方
甲
乙
者
金
砂
也
。
二

者
含
養
、
歸
于
一
體
、
朱
雀
調
運
則
金
花
生
矣
。
花
者
天
地
之

寶
也
（『
同
』「
衆
妙
篇
」35/01a/04

）
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（
5
）

呂
眞
人
曰
、
有
人
問
我
、
修
行
法
、
遥
指
天
邊
日
月
輪
（『
同
』
上

/06a/07
）

（
6
）

老
子
曰
、
以
身
爲
國
、
以
精
氣
爲
民
（『
同
』
上/10a/02

、
下/01a/04

）

（
7
）

天
地
之
數
五
十
有
五
、
大
衍
之
數
五
十
、
其
用
四
十
有
九
、五
行
之
數
、

水
一
火
二
木
三
金
四
土
五
、
此
是
生
數
、
又
有
成
數
、
水
六
火
七
木

八
金
九
土
十
、
數
者
三
十
輻
也
（『
同
』
下/04a/06

）

（
5
）

呂
公
詩
云
、
有
人
問
我
長
生
法
、
遥
指
天
邊
日
月
輪
、
眞
知
言

哉
（『
同
』「
坎
離
篇
」07/16a/04

）

（
6
）

聖
人
以
身
爲
國
、
以
心
爲
君
、
以
精
氣
爲
民
。
民
安
則
國
斯
泰

矣
（『
同
』「
虚
白
問
篇
」06/02b/01

）

（
7
）

易
成
子
曰
、
道
其
在
斯
乎
、
鉛
汞
者
一
也
。
一
者
五
行
之
始
也
。

大
衍
之
數
五
十
、
其
用
四
十
有
九
者
、
五
行
也
。
五
行
各
有
五
、

五
五
是
爲
二
十
五
焉
（『
同
』「
大
丹
篇
」12/10b/05

）

五
行
生
成
之
數
、五
十
有
五
。天
一
地
二
、天
三
地
四
、天
五
地
六
、

天
七
地
八
、天
九
地
十
。
故
一
三
五
七
九
陽
也
、其
數
二
十
有
五
。

二
四
六
八
十
陰
也
、其
數
三
十
。
而
人
之
身
、蓋
具
足
焉 （『
同
』「
傳

道
中
篇
」40/17a/03

）

（
1
）『
化
書
』「
道
化
・
紫
極
宮
碑
」（01/01a/09

）
の
文
だ
が
、
唐
淳
『
注
』
は
恐
ら
く
は
『
道
樞
』「
五
化
篇
」
に
基
づ
く
。

（
2
）『
混
元
八
景
眞
經
』（05/09a/02

）
21
（

）
の
文
だ
が
、
唐
淳
『
注
』
は
や
は
り
『
道
樞
』
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
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（
4
）
は
五
代
『
金
液
還
丹
百
問
訣
』
が
「
故
陰
眞
君
歌
曰
」（08a/05

）
と
述
べ
る
の
が
早
い
例
で
、
そ
の
内
容
も
唐
淳
『
注
』
に
近
い
。

前
半
部
分
は
陰
長
生
『
金
碧
五
相
類
參
同
契
』（
九
四
七
年
以
降
）
の
「
故
經
云
」（
中/05b/03

）
に
見
ら
れ
、「
北
方
正
炁
號
河
車
」
の
句
は
『
會

眞
記
』
に
「
陰
眞
君
曰
」（01/12a/06

）
と
見
ら
れ
る
。
唐
淳
『
注
』
は
恐
ら
く
『
道
樞
』「
衆
妙
篇
」
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う

）
22
（

。

（
6
）
は
、唐
淳
『
注
』
の
性
質
か
ら
す
れ
ば
『
道
樞
』
に
依
る
と
す
べ
き
だ
が
、こ
の
句
と
「
老
子
」
と
を
結
び
付
け
た
例
は
、唐
の
『
太

上
老
君
内
丹
經
』
に
「
老
君
曰
、
聖
人
以
身
爲
國
、
以
心
爲
君
。
心
正
則
萬
法
皆
從
、
心
亂
則
萬
法
皆
廢
。
復
以
精
氣
爲
民
、
民
安
則
國
覇
、

民
散
則
國
廢
」（01b/10
）
と
見
ら
れ
る
。『
悟
眞
篇
』
正
文
の
「
先
且
觀
天
明
五
賊
、
次
須
察
地
以
安
民
、
民
安
國
富
、
方
求
戰
、
戰
罷
方
能

見
聖
人
」
は
『
陰
符
經
』
に
基
づ
く
が
、翁
葆
光
註 （『
紫
陽
眞
人
悟
眞
篇
註
疏
』06/9b/08

）、陳
致
虚
注
（『
紫
陽
眞
人
悟
眞
篇
三
註
』03/19b/08

）
も
『
内

丹
經
』
に
依
拠
し
て
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
即
ち
、
後
世
の
『
悟
眞
篇
』
注
は
何
れ
も
『
内
丹
經
』
の
こ
の
句
を
用
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
文
献
の
点
で
は
唐
淳
『
注
』
は
『
道
樞
』
の
諸
「
篇
」、『
會
眞
記
』、
そ
し
て
以
下
に
見
る
『
鍾
呂
傳
道
集
』

に
基
づ
き
、「
注
」
の
形
式
で
錬
丹
の
思
想
を
『
陰
符
經
』
に
取
り
入
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

二
、
唐
淳
『
黄
帝
陰
符
經
注
』
の
思
想

唐
淳
『
注
』
冒
頭
に
附
さ
れ
た
孟
綽
然
「
序
」（
金
朝
、
正
大
六
年
（
一
二
二
九
））
は
次
の
様
に
述
べ
る
。

如
『
黄
帝
陰
符
經
』
者
、
章
纔
止
一
二
、
字
不
過
於
三
百
。
言
雖
約
而
旨
益
遠
、
文
雖
簡
而
意
彌
深
。
或
以
富
國
安
民
爲
修
錬
之
術
、
或

以
強
兵
戰
勝
爲
養
攝
之
方
。
包
羅
乎
天
地
、
總
括
乎
陰
陽
。
視
之
無
色
、
聽
之
無
聲
。
冥
冥
然
熟
察
其
精
眞
、
杳
杳
然
莫
窮
其
微
妙
（
唐

淳
『
注
』
序/1a/04

）

こ
の
「
序
」
は
唐
淳
『
注
』
が
金
朝
末
期
に
於
い
て
歓
迎
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
が

）
23
（

、
こ
の
「
序
」
が
唐
淳
『
注
』
の
内
容
を
正
確
に
理
解
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し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
唐
淳
『
注
』
は
『
陰
符
經
』
第
二
章
「
富
國
安
民
」
を
「
修
錬
之
術
」
と
、
第
三
章
「
強
兵
戰
勝
」
を
「
養
攝
之
方
」

と
見
做
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
第
一
章
に
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、「
神
仙
抱
一
」の
名
が
実
を
現
し
て
い
る
と
の
認
識
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、『
陰

符
經
』
三
章
全
体
を
修
養
論
と
見
做
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
唐
淳
『
注
』
の
修
養
論
の
中
核
は
「
五
行
顛
倒
」
と
「
般
運
」
で
あ
る
。

（
一
）、「
五
行
顛
倒
」
と
「
般
運
」

唐
淳
『
注
』
は
「
天
道
」
を
重
視
す
る
一
方
、「
地
道
」
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
い
。
そ
れ
は
、「
天
之
五
賊
、
逆
行
陰
陽
、
顛
倒
相
返
也
。

地
之
五
賊
、隨
地
順
行
、故
人
有
生
死
矣
」（
唐
淳
『
注
』
上/04a/02

）
と
、「
天
之
五
賊
」
は
「
陰
陽
」
の
変
化
に
「
逆
行
」
す
る
が
、「
地
之
五
賊
」

は
「
陰
陽
」
に
「
順
行
」
し
、生
死
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
不
老
長
生
の
た
め
に
は
「
陰
陽
」
の
働
き
に
「
逆
行
」
す
る
「
五

行
顛
倒
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

且
見
地
之
五
行
、
金
生
水
之
類
也
。
天
之
五
行
則
不
然
也
、
即
水
生
金
也
。
…
且
見
地
之
五
行
、
木
生
火
。
天
之
五
行
則
不
然
也
、
火
生

木
也
。
…
若
要
長
生
、
須
行
顛
倒
法
。
如
何
是
五
行
顛
倒
法
。
但
取
心
火
發
於
腎
水
、
水
見
火
化
爲
氣
、
其
氣
上
騰
、
至
於
肺
、
肺
屬
金
。

是
水
生
金
也
。
其
水
化
爲
金
液
、
此
是
金
液
來
入
肝
。
肝
者
木
也
、
心
者
火
也
。
火
來
生
木
、
肝
臟
榮
旺
、
目
生
光
明
、
其
黒
白
自
分
明
。

木
得
火
之
性
、
金
得
水
之
情
、
南
方
火
來
生
東
方
木
、
北
方
水
來
生
西
方
金
、
四
象
二
儀
、
復
配
入
戊
己
土
。
故
云
、
五
行
不
順
行
、
四

象
合
入
中
宮
、
名
曰
五
行
顛
倒
術
（『
同
』
上/04a/06

）

一
般
に
五
行
相
生
で
は
「
金
」
が
「
水
」
を
生
み
、「
木
」
が
「
火
」
を
生
む
が
、「
顛
倒
」
で
は
「
水
」
が
「
金
」
を
生
み
、「
火
」
が
「
木
」

を
生
む
。
こ
れ
を
人
体
に
即
す
な
ら
ば
、「
心
火
」
と
「
腎
水
」
を
一
体
化
し
て
「
氣
」
と
し
、「
金
」
に
相
当
す
る
「
肺
」
へ
と
送
る
。
即
ち
、

「
水
」
か
ら
「
金
」
へ
と
至
る
「
顛
倒
」
で
あ
る
。
こ
の
「
水
」
は
「
金
液
」
へ
と
変
じ
、「
木
」
に
相
当
す
る
「
肝
」
へ
と
至
る
。
こ
れ
が
「
心

火
」
が
「
肝
木
」
へ
と
転
換
す
る
、「
火
」
か
ら
「
木
」
へ
の
「
顛
倒
」
で
あ
る
。
こ
の
「
顛
倒
」
に
よ
り
、
肝
臟
の
働
き
は
活
発
と
な
り
、
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眼
は
光
を
宿
し
判
断
力
が
高
ま
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
又
、

火
生
木
者
、天
道
逆
行
也
。
木
生
火
者
、地
道
順
行
也
。「
禍
發
必
剋
」
者
、地
道
順
行
也
。
木
罰
而
自
焚
。
天
道
逆
行
者
、木
旺
而
自
榮
。

夫
人
身
之
道
、
順
地
之
用
事
、
順
行
則
死
、
用
天
之
道
、
逆
行
則
生
。
夫
人
身
爲
木
、
自
發
火
心
。
無
明
不
覺
、
敗
壞
其
身
。
及
事
至
禍

發
必
剋
、
此
則
愚
人
也
。
若
夫
聖
人
、
以
身
爲
木
、
以
心
爲
火
、
焚
其
源
、
修
錬
其
身
、
暗
換
形
質
、
而
成
聖
人
矣
（『
同
』
上/09b/02

）

「
人
身
」
は
「
木
」
で
あ
り
、「
人
身
（
＝
「
木
」）」
を
栄
え
さ
せ
る
に
は
「
逆
行
」
に
よ
っ
て
「
火
」
に
「
木
」
を
生
じ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が「
天
道
逆
行
」で
あ
り
、「
地
道
順
行
」と
対
置
す
る
も
の
で
あ
る
。「
地
道
順
行（
＝
五
行
順
行
）」で
あ
れ
ば
、「
人
身（
木
）」は「
無
明（
火
）」

を
生
じ
て
そ
の
身
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
、「
聖
人
」
は
そ
れ
に
逆
行
す
る
の
で
あ
る
。『
陰
符
經
』
の
「
火
生
於
木
」
の
句
は
、
先
行
注
釈

は
何
れ
も
五
行
相
生
（
唐
淳
『
注
』
が
言
う
「
五
行
順
行
」）
の
立
場
で
「
火
は
木
よ
り
生
ま
れ
る
」
と
解
釈
す
る
が
、
唐
淳
『
注
』
は
、「
火
が
木

を
生
む
」
と
解
す
る
。
こ
の
句
の
解
釈
に
「
五
行
顛
倒
」
の
思
想
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
唐
淳
が
初
め
て
で
あ
り
、極
め
て
特
徴
的
と
言
え
よ
う

）
24
（

。

唐
淳
『
注
』
の
「
五
行
顛
倒
」
思
想
が
「
天
道
」
と
「
地
道
」
を
明
確
に
区
別
し
、「
天
道
」
を
重
視
し
て
い
る
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

唐
淳『
注
』以
前
の
錬
丹
系
文
献
で「
五
行
顛
倒
」に
言
及
す
る
の
は
彭
曉『
分
章
通
眞
義
』で
、「
太
白
眞
人
曰
、五
行
顛
倒
術
」の
句
を
引
き
、

「
五
行
顛
倒
」
を
そ
の
思
想
の
中
心
に
位
置
付
け
て
い
る

）
25
（

。
唐
淳
『
注
』
も
ま
た
『
參
同
契
』
に
就
い
て
『
分
章
通
眞
義
』
を
参
照
し
て
お
り
、

「
五
行
顛
倒
」
に
限
っ
て
言
え
ば
、
唐
淳
『
注
』
は
彭
曉
以
来
の
立
場
を
継
承
し
て
い
る
と
一
先
ず
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
以
下
に

見
る
様
に
、
唐
淳
『
注
』
が
一
方
で
重
視
し
た
「
般
運
」
の
語
に
は
『
分
章
通
眞
義
』
は
触
れ
て
い
な
い
。

「
天
之
五
賊
」
に
従
っ
て
「
運
用
」
す
る
こ
と
で
長
生
は
達
成
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
運
用
」
こ
そ
が
唐
淳
『
注
』
が
説
く
「
般
運
」
と
い
う

養
生
術
を
意
味
す
る
。

三
反
者
、神
・
氣
・
精
也
。
神
返
氣
、心
使
神
、神
使
心
也
。
氣
返
精
、精
火
也
。
火
返
下
、水
上
騰
。
既
濟
相
反
、運
則
度
過
尾
閭
、通
腦
後
、

脊
骨
腎
脉
之
間
、
上
行
夾
脊
、
雙
關
、
風
府
、
泥
丸
、
百
會
穴
、
明
堂
、
洞
房
、
鼻
柱
骨
、
流
入
丹
田
、
復
行
神
龜
、
尾
閭
。
流
而
不
絶
、
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血
化
爲
膏
、
此
是
神
仙
般
運
精
氣
、
入
泥
丸
之
處
也
。
…
朗
然
子
曰
「
有
人
通
得
泥
丸
穴
、
何
必
區
區
錬
大
丹
」（『
同
』
下/07b/07

）

「
火
・
水
」
を
一
体
化
さ
せ
、
そ
れ
を
「
尾
閭
」
か
ら
発
し
て
「
脊
骨
腎
脉
」
を
経
て
最
終
的
に
「
泥
丸
」
に
ま
で
至
ら
せ
る
の
が
「
般
運
」

で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、「
朗
然
子
」
の
句
を
引
き
、「
泥
丸
」
に
ま
で
至
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、「
大
丹
」
に
拘
る
必
要
は
な
い

と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
般
運
」
の
概
念
は
、
遅
く
と
も
十
一
世
紀
以
前
に
は
撰
述
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
『
鍾
呂
傳
道
集
』
に

早
く
見
ら
れ
る）

 

26
（

。『
鍾
呂
傳
道
集
』
も
又
「
心
火
」
の
下
降
と
「
腎
水
」
の
上
昇
に
よ
る
丹
の
完
成
を
「
顛
倒
」
と
称
し
、
そ
の
「
論
河
車
」

で
は
、「
蓋
人
身
之
中
、
陽
少
陰
多
。
言
水
之
處
甚
衆
。
車
則
取
意
於
般
運
河
、
乃
主
象
於
多
陰
」（『
修
眞
十
書
』
卷
十
五
『
鍾
呂
傳
道
集
』「
論
河

車
」15/20a/07

）
と
、
人
体
は
「
陽
少
陰
多
」
と
さ
れ
、「
水
之
處
」
が
多
く
、
そ
こ
を
気
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
を
「
般
運
」
と
言
う
。
そ
し
て
、

「
五
行
非
此
車
般
運
也
、
難
得
生
成
。
二
氣
非
此
車
般
運
也
、
豈
能
交
會
」（『
同
』「
論
河
車
」15/20b/06

）
と
、「
般
運
」
で
な
け
れ
ば
「
五
行
」

は
生
成
せ
ず
、「
二
氣
」
は
交
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。『
鍾
呂
傳
道
集
』
と
深
く
関
わ
る
『
會
眞
記
』
を
唐
淳
『
注
』
が
参
照
し
て
い
た
可

能
性
が
有
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
が
、『
會
眞
記
』
に
も
「
五
行
顛
倒
」
の
概
念
が
見
ら
れ
（『
會
眞
記
』01/11b/04

）、「
華
佗
觀
五
禽
之
戲
而

作
導
引
。
以
爲
人
之
久
逸
、
而
炁
滯
血
凝
。
故
屈
體
勞
形
、
使
榮
衞
通
暢
。
後
人
因
之
名
爲
般
運
、
欲
求
超
脱
、
誤
矣
」（『
同
』01/2b/05

）
と
、

「
華
佗
」
が
考
案
し
た
体
内
の
気
を
巡
ら
す
「
導
引
」
を
後
世
の
人
々
は
「
般
運
」
と
称
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
依
っ
て
神
仙
昇
天
を
達
成
し

よ
う
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。『
會
眞
記
』
の
こ
う
し
た
理
解
は
、
唐
淳
『
注
』
が
「
般
運
」
に
よ
り
体
内
の
気
を
豊
か
に
す
る
こ

と
は
重
視
し
つ
つ
も
、
錬
丹
に
よ
る
不
死
の
追
及
に
否
定
的
で
あ
る
の
と
共
通
す
る
と
言
え
よ
う

）
27
（

。

先
の
資
料
で
は
、唐
淳
『
注
』
は
「
般
運
」
を
論
じ
る
中
で
、「
神
・
氣
・
精
」
の
概
念
を
重
視
し
、『
陰
符
經
』
の
「
三
反
」
を
や
や
強
引
に
「
神

返
氣
」、「
氣
返
精
」、「
火
返
下
」
と
解
釈
し
て
い
た

）
28
（

。「
神
返
氣
」
の
結
果
、「
心
神
」
相
即
の
境
地
に
至
る
、
そ
れ
が
「
心
使
神
、
神
使
心
」

で
あ
る
。「
氣
返
精
」
は
「
精
」
を
「
火
」
と
変
え
、下
降
し
た
「
火
」
と
上
昇
し
た
「
水
」
と
を
融
合
さ
せ
て
錬
丹
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

「
般
運
」
に
よ
る
「
心
火
」
の
下
降
、「
腎
水
」
の
上
昇
の
理
論
と
、「
三
反
」
の
概
念
と
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
「
神
・
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氣
・
精
」
に
つ
い
て
、
唐
淳
『
注
』
は
次
の
様
に
述
べ
る
。

人
知
有
陰
陽
禍
福
之
神
、不
知
自
己
身
中
有
出
入
神
也
。
能
爲
了
其
生
死
也
。
人
則
知
手
足
舉
動
之
神
也
、不
知
天
機
發
動
用
之
至
神
也
。

故
曰
、
神
中
神
也
。
人
則
知
口
鼻
内
出
入
之
氣
、
不
知
丹
田
有
眞
一
之
氣
。
故
曰
、
氣
中
之
氣
也
。
人
則
知
五
穀
之
精
、
不
知
本
來
有
眞

一
之
精
。
故
曰
、
精
中
精
也
。
老
君
曰
、
精
中
有
精
、
氣
中
有
氣
、
神
中
有
神
、
是
我
自
然
之
道
也
。
老
母
曰
、
人
則
知
祭
祀
之
神
、
不

知
自
己
身
有
三
萬
六
千
道
精
光
神
、
能
爲
出
世
之
神
也
（
唐
淳
『
注
』
下/03b/05

）

「
神
」
に
は
三
種
あ
り
、
第
一
は
誰
も
が
知
る
不
可
思
議
を
意
味
す
る
「
陰
陽
禍
福
」
の
「
神
」。
第
二
は
身
体
を
出
入
す
る
「
神
」
で
、「
自

己
身
中
有
出
入
神
」
と
は
恐
ら
く
「
手
足
舉
動
之
神
」
に
等
し
く
、「
手
足
」
の
実
質
的
働
き
を
す
る
体
内
神
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
が
「
天

機
發
動
用
之
至
神
」
で
あ
り
、
体
内
神
を
理
解
出
来
る
人
も
こ
の
「
至
神
」
は
理
解
出
来
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
唐
淳
『
注
』
は
「
天
機
者
、

臍
下
一
寸
三
分
也
。
聖
人
下
手
養
胎
之
處
」（『
同
』
下/03a/01

）
と
、「
天
機
」
を
「
丹
田
」
と
見
做
し
、
根
源
と
し
て
の
「
至
神
」
が
丹
田
よ

り
生
み
出
さ
れ
る
と
す
る
。「
氣
」
に
は
誰
も
が
知
る
呼
吸
と
し
て
の
「
氣
」
と
、
知
る
人
の
限
ら
れ
て
い
る
「
丹
田
」
内
の
「
眞
一
之
氣
」

と
が
有
る
。「
精
」
に
も
誰
も
が
知
る
五
穀
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
の
「
精
」
と
、知
る
人
の
少
な
い
「
眞
一
之
精
」
と
が
有
る
。
要
す
る
に
、

至
上
の
「
神
・
氣
・
精
」
は
何
れ
も
「
眞
一
」
と
同
等
と
さ
れ
、
そ
れ
が
「
丹
田
」
に
内
蔵
さ
れ
る
と
見
做
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
、

夫
人
眞
精
要
結
成
丹
者
、
使
北
方
腎
氣
朔
風
也
。
其
精
結
成
丹
藥
、
要
化
眞
一
之
精
。
南
方
心
火
、
化
精
爲
氣
、
薰
蒸
四
大
、
純
陽
流
注
、

人
無
死
生
矣
（『
同
』
下/11a/08

）

こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
眞
精
」
は
「
眞
一
之
精
」
と
思
わ
れ
、「
北
方
腎
氣
」
と
「
南
方
心
化
」
が
結
合
す
る
こ
と
で
、「
眞
一
之
精
」
が
「
丹
」

の
内
に
結
実
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

）
29
（

。

唐
淳
『
注
』
は
先
行
文
献
に
基
づ
い
て
、「
顛
倒
」
と
「
般
運
」
を
軸
と
す
る
錬
丹
思
想
を
構
築
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
先
行
文
献
の
中
に
は
『
道

樞
』「
陰
符
篇
」
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
、「
陰
符
篇
」
自
体
が
説
く
「
顛
倒
」
は
天
地
の
融
合
も
意
味
し
て
い
る
と
い
う
点
で
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あ
る
。
唐
淳
『
注
』
は
「
地
道
」
を
「
五
行
順
行
」
と
見
做
し
て
否
定
す
る
た
め
、「
陰
符
篇
」
の
「
天
地
」
融
合
に
関
わ
る
部
分
は
注
意
深

く
避
け
て
い
る
の
で
あ
る

）
30
（

。

（
二
）、
心
に
就
い
て

「
般
運
」
に
就
い
て
唐
淳
『
注
』
が
「
心
使
神
、
神
使
心
」
と
述
べ
て
い
た
様
に
、「
神
・
氣
・
精
」
を
一
体
化
す
る
に
は
心
の
働
き
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　
「
五
賊
在
心
」
者
、
五
行
眞
炁
也
。
以
心
爲
主
、
動
則
五
行
隨
之
。
故
曰
「
五
賊
在
心
」
也
。「
施
行
於
天
」、
則
並
用
其
心
、
須
依
天
道
。

　
　

一
切
善
惡
、
由
心
造
。
凡
有
施
爲
、
且
合
天
爲
道
。
心
有
作
用
、
合
天
之
五
賊
、
而
運
用
施
行
也
（『
同
』
上/05b/04

）

心
に
由
り
「
五
行
」
の
気
の
流
動
は
制
御
さ
れ
、
心
に
由
っ
て
「
五
行
」
は
「
逆
行
」
へ
と
導
か
れ
る
。「
般
運
」
に
は
心
の
働
き
が
不
可
欠

な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
る
種
の
意
識
的
行
為
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、「
婬
邪
惑
心
、
氣
動
神
散
也
。『
時
動
必
潰
』、
神
氣
離
乎
身

心
潰
散
也
。
老
子
曰
『
以
身
爲
國
、
以
精
氣
爲
民
』。
民
散
則
國
離
」（『
同
』
上/10a/01

）
と
、
心
は
容
易
に
惑
い
、「
神
・
氣
」
を
失
わ
せ
て

し
ま
う
。
そ
の
た
め
、「
般
運
」の
際
の
心
の
在
り
様
が
極
め
て
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、心
の
働
き
が
必
要
以
上
に
逸
脱
し
な
い
よ
う
に
、

「
天
」、「
天
之
五
賊
」
に
従
わ
せ
る
必
要
が
生
じ
る
。
即
ち
、

「
三
要
」
者
、
耳
目
口
也
。
目
可
視
其
色
、
耳
可
聽
其
聲
、
口
可
納
其
味
。
心
之
九
竅
、
受
其
聲
色
口
爽
。
故
令
納
邪
、
可
以
動
乎
在
三

要
也
。
目
不
視
邪
色
、
耳
不
聽
邪
聲
、
口
不
爽
邪
味
、
心
竅
不
納
邪
、
可
以
靜
也
。
…
三
要
之
説
、
乃
防
於
心
、
此
動
靜
死
生
之
門
戸
也

（『
同
』
上/08b/09

）

「
目
・
耳
・
口
」
は
外
界
と
接
す
る
窓
口
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
は
容
易
に
「
邪
」
を
取
り
込
み
、「
邪
」
は
「
目
・
耳
・
口
」
を
動
揺
さ
せ
る
。

そ
の
た
め
、「
目
・
耳
・
口
」
の
認
識
対
象
を
厳
し
く
制
限
し
、
心
の
動
揺
を
防
ぐ
必
要
が
有
る
。
こ
の
こ
と
は
、「『
觀
』
者
六
門
之
觀
想
也
、
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釋
氏
云
『
攝
景
歸
心
、
謂
之
觀
想
』、
故
謂
之
六
門
之
鎖
閉
、
内
不
出
外
不
入
、
名
觀
行
法
」（『
同
』
上/02a/05

）
と
仏
教
思
想
を
援
用
し
て
主

体
と
外
界
と
の
関
わ
り
を
制
限
す
べ
き
と
も
述
べ
て
い
る
。「
六
門
」
は
仏
教
で
言
う
「
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
」
と
そ
の
認
識
対
象
で

あ
る
「
色
、
聲
、
香
、
味
、
觸
、
法
」
で
あ
ろ
う

）
31
（

。
更
に
は
、

目
見
一
物
、
無
因
不
動
。
心
着
一
物
、
無
所
不
隨
。
眞
心
不
灰
、
靈
物
受
病
、
散
蕩
眞
元
。
…
「
死
於
物
」
者
、
得
道
之
人
也
、
目
主
見

而
心
不
動
、
神
氣
運
行
、
而
精
炁
不
泄
、
此
人
有
生
無
死
（『
同
』
下/08b/02

）

「
般
運
」
を
実
行
す
る
の
に
は
心
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
心
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
心
を
「
灰
」
の
如

く
し
て
、
外
界
の
事
物
に
執
着
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
で
、「
神
氣
」
を
巡
ら
せ
、「
精
炁
」
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
の
で
あ
る

）
32
（

。
こ

の
理
想
的
な
心
こ
そ
が
、「
故
萬
物
内
外
、莫
不
是
道
也
。
故
見
天
道
運
行
、又
觀
人
道
不
別
於
天
道
也
」（『
同
』
上/02b/09

）
と
言
わ
れ
る
様
な
、

「
天
道
」
と
一
体
と
な
っ
た
境
地
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
天
と
人
の
一
体
化
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、唐
淳『
注
』の
立
場
は
、『
陰
符
經
』正
文
に
基
づ
き
伝
統
的
な
天
人
相
関
の
立
場
に
立
っ
て
天
と
人
と
の
調
和
を
主
張
し
、

錬
丹
の
思
想
を
そ
の
関
係
の
中
に
位
置
付
け
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
衰
退
へ
と
向
か
う
と
理
解
さ
れ
た
「
地
道
」
が
そ
こ
に
位
置
付

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

結
語唐

淳
『
注
』
は
全
真
教
王
重
陽
と
馬
丹
陽
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
就
い
て
、
最
後
に
両
者
の
『
陰
符
經
』
受
容
の
状

況
を
見
て
お
く
こ
と
に
す
る

）
33
（

。

（
一
）、
王
重
陽
と
『
陰
符
經
』
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『
陰
符
經
』
に
就
い
て
王
重
陽
は
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

既
欲
修
行
、
終
全
闃
謐
、
出
離
塵
俗
相
當
。
莫
憑
外
坐
、
朝
暮
起
心
香
。
須
是
損
妻
捨
事
、
違
郷
土
、
趖
却
兒
娘
。
常
歸
一
、
民
安
國
富
、

戰
勝
又
兵
強
（「
滿
庭
芳
」。
白
如
祥
輯
校
『
王
重
陽
集
』、
齊
魯
書
社
、
二
〇
〇
五
年
。
六
四
頁
）

俗
事
に
対
す
る
執
着
の
否
定
を
強
調
し
た
後
に
、「
常
歸
一
、
民
安
國
富
、
戰
勝
又
兵
強
」
と
『
陰
符
經
』
の
三
題
に
言
及
し
て
い
る
。「
神
仙

抱
一
」
を
「
常
歸
一
」
と
し
、
不
断
に
「
歸
一
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
俗
事
の
否
定
に
相
当
し
、「
民
安
國
富
、
戰
勝
又
兵
強
」
も
そ
の
結
果

と
し
て
自
ず
と
達
成
す
る
と
さ
れ
る
。「
外
坐
」
と
言
う
形
式
に
拘
ら
ず
「
心
香
」
を
重
視
し
て
い
る
点
か
ら
、心
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
『
陰

符
經
』
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
唐
淳
『
注
』
に
就
い
て
は
、「
玉
花
社
疏
」（『
同
』
一
五
九
頁
）
が
「
陰
符
經
註
」
と
言
及
し
、「
三

州
五
會
化
縁
榜
」（『
同
』
二
五
五
頁
）
は
「
陰
符
經
」
と
言
及
し
て
い
る
。『
陰
符
經
』
正
文
に
こ
の
句
が
無
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
が
唐
淳
『
注
』

と
見
做
さ
れ
て
い
る
。「
玉
花
社
疏
」
で
見
る
と
、

竊
以
玉
化
乃
氣
之
宗
、
金
蓮
乃
神
之
祖
、
氣
神
相
結
、
謂
之
神
仙
。
陰
符
經
注
云
「
神
是
氣
之
子
、
氣
是
神
之
母
。
子
母
相
見
、
得
做
神

仙
」（「
玉
花
社
疏
」『
同
』
一
五
九
頁
）

「
氣
」
と
「
神
」
を
一
体
化
出
来
る
者
を
「
神
仙
」
と
呼
び
、「
陰
符
經
注
」
を
引
く
こ
と
で
そ
れ
を
傍
証
し
て
い
る
。
多
く
の
文
献
が
こ
の

句
に
言
及
し
て
い
る
と
は
言
え
、
唐
淳
『
注
』
以
外
に
『
陰
符
經
』
と
関
連
付
け
る
も
の
が
無
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
王
重
陽
が
依
拠
し
た
も

の
が
唐
淳
『
注
』
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
言
え
よ
う
。

王
重
陽
の
養
生
思
想
は
「
氣
」
と
「
神
」
の
融
合
を
重
視
す
る

）
34
（

。
例
え
ば
、「
身
有
依
倚
、
心
漸
得
安
、
氣
神
和
暢
、
入
眞
道
矣
」（『
重
陽

立
教
十
五
論
』「
第
一
住
庵
」『
同
』
二
七
五
頁
）
と
見
ら
れ
、
又
、
唐
淳
『
注
』
が
重
視
し
た
「
精
・
神
・
氣
」
も
ま
た
、「
上
中
下
正
開
心
月
、
精

氣
神
全
得
祖
風
」（「
述
懷
」『
同
』
一
九
頁
）、「
滋
養
氣
精
神
」（「
望
蓬
莱
」『
同
』
七
六
頁
）
等
と
王
重
陽
も
重
視
し
て
い
る）

 

35
（

。「
五
行
顛
倒
」
に
就

い
て
は
、
王
重
陽
も
「
但
把
五
行
顛
倒
使
、
便
教
他
日
遇
神
仙
」（「
上
兄
壽
」『
同
』
一
四
八
頁
）
と
言
及
し

）
36
（

、「
般
運
」
も
「
寶
結
三
田
搬
運
過
、
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明
珠
透
出
泥
丸
」（「
菊
花
天
」『
同
』
一
〇
六
頁
）
と
見
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
な
ル
ー
ト
に
就
い
て
は
、「
尾
閭
過
來
夾
脊
上
、
轆
轤
長
搬
、
透
入

泥
丸
、
返
老
長
生
別
有
歡
」（「
採
桑
子
」『
同
』
一
一
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、「
般
運
」
の
際
に
重
視
さ
れ
る
、
外
物
へ
の
執
着
が
厳
し

く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
王
重
陽
も
「
眞
坐
者
、
須
要
十
二
時
辰
住
行
坐
臥
一
切
動
靜
中
間
、
心
如
泰
山
、
不
動
不
揺
、
把
斷
四
門

眼
耳
口
鼻
、
不
令
外
景
入
内
、
但
有
絲
毫
動
靜
思
念
、
即
不
名
靜
坐
」（『
重
陽
立
教
十
五
論
』「
第
七
論
打
坐
」『
同
』
二
七
七
頁

）
37
（

）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
唐
淳
『
注
』
と
共
通
す
る
理
解
が
、
王
重
陽
の
『
陰
符
經
』
受
容
の
根
底
に
有
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
王
重
陽
の
思
想
が
唐

淳
『
注
』
の
全
面
的
影
響
下
に
成
立
し
た
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と
も
、
両
者
の
間
に
矛
盾
が
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い

）
38
（

。
更
に
言

え
ば
、両
者
に
共
通
す
る
点
は
『
陰
符
經
』
の
正
文
と
は
関
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、錬
丹
の
角
度
か
ら
『
陰
符
經
』
に
付
さ
れ
た
唐
淳
『
注
』

の
内
容
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
王
重
陽
が
『
陰
符
經
』
を
錬
丹
に
関
わ
る
文
献
と
見
做
し
、
一
方
、
唐
淳
『
注
』
以
前
に
錬
丹
の
角
度
で
一

貫
し
た
『
陰
符
經
』
注
が
無
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
王
重
陽
の
思
想
と
唐
淳
『
注
』
と
の
関
係
は
重
視
す
べ
き
と
言
え
よ
う
。

（
二
）、
馬
丹
陽
と
『
陰
符
經
』

馬
丹
陽
の
修
養
思
想
も
「
休
問
異
名
爐
與
竈
、
沖
和
上
下
通
顛
倒
、
鉛
汞
自
然
成
至
寶
」（「
贈
孫
姑
」。
盧
國
龍
『
馬
丹
陽
學
案
』。
齊
魯
書
社
、

二
〇
一
〇
年
。
六
六
頁
）、「
神
氣
和
同
、子
母
得
安
居
」（「
贈
馬
懷
玉
」『
同
』九
七
頁
）、「
氣
神
安
、結
就
無
爲
九
轉
丹
」（「
和
重
陽
眞
人
」『
同
』一
二
二
頁
）、

「
保
持
清
淨
無
爲
理
、
精
氣
神
收
寶
結
三
」（「
贈
武
陟
縣
薛
押
司
」『
同
』
一
五
〇
頁
）
等
の
様
に
「
顛
倒
」、「
神
氣
」
の
融
合
、「
精
・
氣
・
神
」

等
を
重
視
す
る
。
そ
の
一
方
、「
氣
神
相
結
淨
中
清
、
談
笑
大
丹
成
」（「
贈
三
一
居
士
」『
同
』
一
〇
八
頁
）、「
莫
論
心
肝
腎
肺
、
休
搜
南
北
東
西
。

勿
言
震
兌
坎
和
離
、
別
有
些
兒
奧
旨
」（「
勸
劉
先
生
夫
婦
」『
同
』
八
七
頁
）
等
と
、
必
ず
し
も
「
大
丹
」
等
の
錬
丹
術
を
評
価
し
て
い
る
訳
で
は

無
く
、「
莫
論
離
龍
坎
虎
、
休
言
赤
髓
黄
芽
。
勿
談
搬
運
紫
河
車
、
不
説
嬰
嬌
女
姹
。
絶
慮
忘
機
最
妙
、
澄
神
養
浩
尤
佳
。
無
爲
無
作
路
無
差
、

豁
達
靈
根
無
價
」（「
贈
安
靜
散
人
俱
守
極
」『
同
』
八
五
頁
）
と
述
べ
る
に
至
っ
て
は
、「
搬
運
」
を
否
定
し
、「
無
爲
無
作
路
無
差
」
の
無
為
の
境
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界
を
重
視
し
て
い
る
。
即
ち
、
馬
丹
陽
は
錬
丹
の
具
体
的
技
法
に
は
低
い
位
置
付
け
し
か
与
え
て
い
な
い
の
で
あ
る

）
39
（

。

さ
て
、
馬
丹
陽
は
「
道
徳
、
陰
符
經
卷
擔
、
星
冠
月
帔
晃
雲
衫
」（「
行
化
到
黄
羊
店
、
會
王
公
解
元
、
話
及
黄
英
郷
殿
試
、
五
十
三
歳
及
第
、
有
詩
自
詠
、

予
因
借
韻
賦
十
絶
」『
同
』
一
四
八
頁
）
と
述
べ
、『
道
徳
經
』、『
陰
符
經
』
を
携
え
て
陝
西
よ
り
山
東
に
戻
っ
た
と
有
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
両
書
を

重
視
し
て
い
た
こ
と
は
窺
え
る
。
又
、「
滿
堂
金
玉
無
中
有
、
國
富
民
安
神
氣
秀
」（「
贈
姜
道
全
」『
同
』
六
八
頁
）
と
述
べ
、『
老
子
』
の
「
滿
堂

金
玉
」
を
「
無
中
之
有
」
と
見
做
し
、『
陰
符
經
』
の
「
國
富
民
安
」
を
「
神
氣
」
の
維
持
と
見
做
す
等
、両
文
献
を
独
自
に
解
釈
し
て
も
い
る
。

そ
し
て
、
馬
丹
陽
が
両
書
の
注
に
言
及
し
た
箇
所
に
は
、

師
言
、
學
道
者
不
須
廣
看
經
書
、
亂
人
心
思
、
妨
人
道
業
。
若
河
上
公
注
道
徳
經
、
金
陵
子
注
陰
符
經
二
者
、
時
看
亦
不
妨
、
亦
不
如
一

切
不
讀
。
觜
盧
都
地
養
氣
、
最
爲
上
策
（『
丹
陽
眞
人
語
録
』。
趙
衛
東
輯
校
『
馬
鈺
集
』
齊
魯
書
社
、
二
〇
〇
五
年
。
二
四
六
頁
）

と
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
弟
子
達
に
「
河
上
公
注
道
徳
經
、
金
陵
子
注
陰
符
經
」
を
薦
め
て
い
る
訳
で
は
決
し
て
な
く
、「
廣
看
經
書
」
に
よ
り

心
を
乱
す
く
ら
い
な
ら
、
む
し
ろ
ど
の
様
な
書
も
読
ま
な
い
方
が
よ
い
が
、
時
折
眺
め
る
程
度
で
あ
れ
ば
両
注
は
構
わ
な
い
。
し
か
し
、
読
ま

な
い
の
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る

）
40
（

。
こ
の
両
注
を
例
外
扱
い
す
る
の
は
、

彭
城
何
事
不
迷
昏
、
得
遇
來
投
清
淨
門
。
便
認
陰
符
三
百
字
、
好
搜
道
徳
五
千
言
。
就
中
得
一
通
三
妙
、
向
裏
通
三
得
一
軒
。
莫
使
黒
雲

爲
障
閉
、
自
然
返
老
復
歸
元
（「
耀
州
劉
公
夢
海
蟾
學
修
行
、
以
詩
贈
之
」『
馬
丹
陽
學
安
』
一
九
四
頁
）

と
、『
道
徳
經
』、『
陰
符
經
』
を
養
生
や
錬
丹
の
文
献
と
言
う
よ
り
は
、
よ
り
原
理
的
な
事
柄
を
論
じ
る
も
の
と
見
做
し
、
そ
れ
を
理
解
す
る

手
段
と
し
て
両
注
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
馬
丹
陽
に
と
り
、
唐
淳
『
注
』
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
た
訳
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
王
重
陽
と
比
べ
る
時
、
馬
丹
陽
は
錬
丹
に
対
し
て
些
か
淡
泊
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
と
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
も
含

め
て
、
早
期
全
真
教
の
両
者
の
『
陰
符
經
』
に
対
す
る
態
度
の
違
い
は
、
全
真
教
と
先
行
道
教
文
献
と
の
関
わ
り
を
総
論
と
し
て
画
一
的
に
論

じ
る
こ
と
の
危
険
性
を
示
し
て
お
り
、
様
々
な
可
能
性
を
想
定
し
た
各
論
で
検
討
す
る
必
要
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う

）
41
（

。
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（
注
）

（
1
）
唐
淳
『
注
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
は
、
松
本
浩
一
「
陰
符
經
の
諸
註
に
つ
い
て
の
諸
問
題
」（『
ア
ジ
ア
諸
民
族
に
お
け
る
社
会
と
文
化
―
岡
本
敬
二

先
生
退
官
記
念
論
集
』。
國
書
刊
行
會
、
一
九
八
四
年
）
は
、
窪
徳
忠
『
中
国
の
宗
教
改
革
』（
法
藏
館
、
一
九
六
七
年
。
一
五
四
〜
一
五
七
頁
）
の
北
宋

中
期
、
錢
大
昕
『
補
元
史
藝
文
史
』
の
金
代
、
孫
德
謙
『
金
史
藝
文
略
』
の
「
淳
似
非
金
代
人
」
等
を
参
照
し
、『
通
志
』「
藝
文
略
」
に
記
載
が
見
ら
れ

ず
、
初
期
全
真
教
が
重
視
し
て
い
る
点
か
ら
、
北
宋
末
金
初
に
北
方
で
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
し
、
金
丹
の
色
彩
が
非
常
に
濃
厚
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
任

繼
愈
主
編
『
道
藏
提
要
（
修
訂
版
）』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
は
唐
淳
を
南
宋
人
と
し
（
九
二
頁
）、
胡
孚
琛
主
編
『
中
華
道
教
大
辭

典
』（
中
國
社
會
科
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
は
、
晩
唐
北
宋
道
士
の
注
語
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
宋
金
の
際
の
撰
と
し
（
三
三
四
頁
）、
丁
培
仁

『
増
注
新
修
道
藏
目
録
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
七
年
）
は
宋
（
或
い
は
金
）
の
撰
述
と
す
る
（
一
五
〇
頁
）。
更
に
、
清
・
龔
顯
曽
『
金
藝
文
志
補
録
』

（『
二
十
五
史
藝
文
經
籍
志
考
補
萃
編　

第
二
十
一
卷
』。
清
華
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。
九
七
頁
）
は
「
金
人
」
と
し
て
唐
淳
『
注
』
を
収
録
し
て

い
る
。
本
論
で
は
、
全
真
教
と
の
関
わ
り
、
金
人
孟
綽
然
の
「
序
」
と
の
関
わ
り
か
ら
松
本
氏
の
見
解
を
妥
当
と
し
、
金
朝
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
点

は
間
違
い
な
と
確
認
す
る
に
留
め
る
。

（
2
）
窪
『
中
国
の
宗
教
改
革
』（
一
五
四
〜
一
五
七
頁
）、
及
び
同
氏
「
全
眞
教
の
成
立
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
二
冊
、
一
九
六
七
年
。
四
八

〜
五
二
頁
）、
松
本
「
陰
符
經
の
諸
注
に
つ
い
て
の
諸
問
題
」、
蜂
屋
邦
夫
『
金
代
道
教
の
研
究
―
王
重
陽
と
馬
丹
陽
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
）
等

を
参
照
。

（
3
）
北
宋
以
来
多
く
の
『
陰
符
經
』
注
が
撰
述
さ
れ
て
い
る
が
、宋
代
の
諸
注
の
ほ
と
ん
ど
は
錬
丹
思
想
と
関
わ
り
を
持
た
な
い
。
拙
稿
「
北
宋
『
陰
符
經
』

諸
注
淺
析
」（『
中
、
日
、
韓
宗
教
學
術
論
壇
―
道
教
與
中
國
文
化
』。
二
〇
一
二
年
十
二
月
、
中
國
泉
州
）
及
び
「
宋
代
に
於
け
る
『
陰
符
經
』
の
受
容

に
つ
い
て
」（『
東
方
宗
教
』
一
二
三
號
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

（
4
）
窪
『
中
国
の
宗
教
改
革
』（
一
五
四
頁
）、
蜂
屋
『
金
代
道
教
の
研
究
』（
六
四
、一
四
七
、一
五
〇
、三
三
二
頁
）
を
参
照
。

（
5
）
拙
著
『
宋
代
道
家
思
想
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
。
一
九
七
頁
以
下
） 

を
参
照
。

（
6
）
松
本
「
陰
符
經
の
諸
注
に
つ
い
て
の
諸
問
題
」
を
参
照
。

（
7
）
紙
幅
の
関
係
で
詳
細
は
省
略
す
る
が
、『
道
樞
』
巻
三
「
陰
符
篇
」
が
依
拠
し
た
先
行
文
献
に
は
『
道
樞
』（03/07b/06

）
↓
『
冲
虚
至
德
眞
經
』（
上

/01b/10

）、『
道
樞
』（03/08a/04

）
↓
『
修
丹
妙
用
至
理
論
』（06a/10

）、『
道
樞
』（03/08b/09

）
↓
『
通
玄
眞
經
』（03/01a/08

）・『
猶
龍
傳
』（02/05b/06

）、

『
道
樞
』（03/09a/03

）
↓
『
還
丹
肘
後
訣
』（
上/10b/08

）、『
道
樞
』（03/09a/08
）
↓
『
大
丹
鉛
汞
論
』（01b/04

）・『
黄
帝
太
一
八
門
逆
順
生
死
訣
』
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（13b/01

）、『
道
樞
』（03/09b/02

）
↓
『
會
眞
記
』（01/11b/04

）・『
分
章
通
眞
義
』（
中/21b/08

）、『
道
樞
』（03/10b/05

）
↓
『
雲
笈
七
籤
』（89/06a/04

、

92/09a/09

）・『
太
上
九
要
心
印
妙
經
』（02a/03

）、『
道
樞
』（03/10b/08

）
↓
『
眞
誥
』（02/09b/07

）、『
道
樞
』（3/11b/10

）
↓
『
太
上
老
君
内
丹
經
』

（03a/02

）・『
胎
息
精
微
論
』（01b/01

）、『
道
樞
』（03/13a/03

）
↓
陰
眞
人
注
『
周
易
參
同
契
注
』（
中/02b/09

）
等
が
有
る
。

（
8
）
宮
澤
正
順
『
曾
慥
の
書
誌
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
） 

を
参
照
。

（
9
）「
孫
呉
韓
白
」
と
い
う
表
現
は
、
例
え
ば
『
太
平
廣
記
』
が
引
く
『
神
仙
感
遇
傳
』
に
「
較
其
巧
智
、
孫
呉
韓
白
不
足
以
爲
奇
」（『
太
平
廣
記
會
校
』

巻
十
四
「
李
筌
」。
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。
一
九
七
頁
）
と
見
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
袁
『
集
解
』
に
唐
淳
『
注
』

が
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）
袁
淑
眞
『
集
解
』
に
つ
い
て
は
、
李
筌
『
黄
帝
陰
符
經
疏
』
と
の
関
係
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
別
の
機
会
に
譲
る
。
基
礎
的
考
察
は
、
拙
稿

「
宋
代
に
於
け
る
『
陰
符
經
』
の
受
容
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
11
）
蹇
昌
辰
『
解
』
に
関
す
る
先
行
研
究
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「
北
宋
『
陰
符
經
』
諸
注
淺
析
」
を
参
照
。

（
12
）
拙
稿
「
宋
代
に
於
け
る
『
陰
符
經
』
の
受
容
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
13
）
出
典
を
確
認
出
来
な
い
引
用
文
は
省
略
し
た
。

（
14
）
坂
内
榮
夫
「『
鍾
呂
伝
道
集
』
と
内
丹
思
想
」（『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
七
号
。
一
九
八
四
年
。
四
二
頁
）
及
び
陳
國
符
「『
古
歌
』
考
略
稿
」（『
陳
國

符
道
藏
研
究
論
文
集
』
所
収
。
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。
一
四
三
頁
）
を
参
照
。

（
15
）『
會
眞
記
』
の
撰
述
時
期
に
就
い
て
は
、
暫
時
、
坂
内
「『
鍾
呂
伝
道
集
』
と
内
丹
思
想
」
に
依
る
。

（
16
）
陳
「『
古
歌
』
考
略
稿
」（
一
四
八
頁
）
を
参
照
。

（
17
）
牛
道
淳
『
析
疑
指
迷
論
』
も
「
而
能
攝
乾
坤
於
掌
上
、摶
日
月
於
襟
前
、捲
舒
八
景
、聚
散
三
辰
、出
有
入
無
、存
亡
自
在
、而
陰
陽
不
能
測
矣
」（10b/01

）

と
言
う
。
牛
道
淳
『
析
疑
指
迷
論
』
は
多
く
の
箇
所
で
唐
淳
『
注
』
を
踏
ま
え
る
。

（
18
）K

ristofer Schipper &
 Franciscus Verellen.

道
藏
通
考The Taoist C

anon:A H
istorical C

om
panion to the D

aozang.The U
niversity of C

hicago 
Press.2004

（
以
下
「『
道
藏
通
考
』」
と
略
す
）
に
拠
れ
ば
、
劉
希
岳
は
九
八
八
年
前
後
に
活
動
し
、
そ
の
『
太
玄
朗
然
子
進
道
詩
』
は
十
二
世
紀
に
な
っ

て
歓
迎
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
九
三
一
頁
）。
劉
希
岳
に
就
い
て
は
、『
太
玄
朗
然
子
進
道
詩
』（07a /03

）、『
歴
世
眞
仙
體
道
通
鑑
』（50/04b/03

）
を
参
照
。

至
大
三
年
（
元
・
一
三
一
〇
年
）
の
「
上
表
」
を
備
え
る
衞
琪
註
『
玉
清
無
極
總
眞
文
昌
大
洞
仙
經
』
も
同
文
を
含
む
（09/18b/01

）。

（
19
）
松
本
「
陰
符
經
の
諸
註
に
つ
い
て
の
諸
問
題
」
を
参
照
。
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（
20
）
至
元
辛
卯 （
元
・
一
二
九
一
年
）
の
「
自
序
」
の
有
る
李
鵬
飛
『
三
元
延
壽
參
贊
書
』
は
「
陰
符
經
曰
、
淫
聲
美
色
、
破
骨
之
斧
鋸
也
」（01/07b/02

）

と
言
う
。『
陰
符
經
』
正
文
に
「
淫
聲
美
色
、
破
骨
之
斧
鋸
也
」
の
句
が
無
い
こ
と
か
ら
、『
三
元
延
壽
參
贊
書
』
は
唐
淳
『
注
』
に
依
拠
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

（
21
）
本
文
献
の
撰
述
時
期
に
就
い
て
は
、『
道
藏
通
考
』
は
十
二
世
紀
前
半
と
見
做
す
。
尚
、『
道
樞
』
巻
十
七
「
混
元
篇
」
は
『
混
元
八
景
眞
經
』
の
概
要

と
さ
れ
る
が
（『
道
藏
通
考
』
八
二
四
頁
）、
本
引
用
に
相
当
す
る
文
は
見
ら
れ
な
い
。

（
22
）（
５
）
は
『
道
樞
』
に
依
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
純
陽
眞
人
渾
成
集
』（
一
二
〇
〇
年
代
中
葉
。
下/15b/04

）、
又
『
呂
祖
志
』（04/08a /09

）

中
に
も
同
文
が
見
ら
れ
る
。

（
23
）
閻
鳳
梧
主
編
『
全
遼
金
文
』（
山
西
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
は
「
孟
綽
然
、
濩
澤
（
今
山
西
陽
城
）
人
」（
三
六
九
七
頁
）
と
す
る
。

（
24
）
北
宋
・
沈
亞
夫
『
黄
帝
陰
符
注
』
は
「
天
有
五
賊
、
見
之
者
昌
」
を
相
生
相
克
に
基
づ
い
て
解
釈
す
る
が
（
沈
亞
夫
『
黄
帝
陰
符
注
』01a/08

）、
そ

こ
に
「
逆
行
」
の
語
は
無
い
。
南
宋
翁
葆
光
の
『
悟
眞
篇
』
注
は
「
註
曰
、
汞
爲
震
、
龍
屬
木
、
木
生
火
、
木
爲
火
母
、
火
爲
木
子
、
此
常
道
之
順
也
。

及
乎
朱
砂
屬
火
、
火
爲
離
、
汞
自
砂
中
出
、
却
是
火
返
能
生
木
。
故
曰
兒
産
母
也
。
太
白
眞
人
歌
曰
、
五
行
顛
倒
術
、
龍
從
火
裏
出
、
是
也
」（『
紫
陽
眞

人
悟
眞
篇
註
疏
』04/07b/02

）
と
述
べ
、「
五
行
顛
倒
」
の
立
場
を
取
る
が
、
翁
葆
光
と
唐
淳
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

（
25
）
江
波
戸
亙
「
彭
曉
の
煉
丹
理
論
―
五
行
の
変
化
に
着
目
し
て
―
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
八
輯
。
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
26
）
坂
内
「『
鍾
呂
伝
道
集
』
と
内
丹
思
想
」
を
参
照
。

（
27
）『
會
眞
記
』
に
も
「
心
火
・
腎
火
」
の
語
が
見
ら
れ
る
（『
會
眞
記
』04/09b/05

、04/10a/02

）。
一
方
、
彭
曉
の
著
作
に
は
「
心
火
・
腎
火
」
の
概
念

は
見
ら
れ
な
い
。

（
28
）
道
教
は
早
い
段
階
か
ら
「
精
・
神
・
氣
」
を
一
連
の
概
念
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
令
人
壽
治
平
法
、
三
氣
共
一
、
爲
神
根
也
。
一
爲
精
、

一
爲
神
、
一
爲
氣
。
此
三
者
、
共
一
位
也
、
本
天
地
人
之
氣
。
神
者
受
之
於
天
、
精
者
受
之
於
地
、
氣
者
受
之
於
中
和
、
相
與
共
爲
一
道
。
…
故
人
欲
壽

者
、
乃
當
愛
氣
尊
神
重
精
也
」（『
太
平
經
鈔
』10/10a/10

）、「
釋
曰
、
精
神
炁
三
混
而
爲
一
」（『
道
教
義
樞
』05/01a/10

）
等
。
窪
「
全
眞
教
の
成
立
」

（
五
一
頁
）
を
参
照
。

（
29
）
彭
曉
の
著
作
は
「
精
・
神
・
氣
」
を
さ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
い
が
、
一
方
の
『
鍾
呂
傳
道
集
』
は
「
精
中
生
氣
、
氣
在
中
丹
。
氣
中
生
神
、
神
在
上
丹
。

眞
水
眞
氣
合
而
成
精
、
精
在
下
丹
…
所
謂
精
氣
神
乃
三
田
之
寶
」（「
論
還
丹
」16/01b/01

）
の
様
に
、「
三
丹
田
」
と
結
び
付
け
て
、
そ
れ
ら
を
「
三
寶
」

と
し
て
重
視
す
る
。
し
か
し
、『
會
眞
記
』
は
「
三
寶
」
を
重
視
し
て
い
な
い
。
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（
30
）「
五
行
順
行
」
で
あ
る
「
地
道
」
を
切
り
離
す
例
は
多
く
は
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、一
二
〇
〇
年
代
中
葉
の
禄
昭
聞
『
凝
陽
董
眞
人
遇
仙
記
』
は
「
陰

符
經
云
、
火
生
於
木
、
禍
發
必
尅
。
姦
生
於
國
、
時
動
必
潰
。
知
之
修
錬
、
謂
之
聖
人
。
若
人
發
火
、
火
生
則
烟
起
、
烟
起
則
不
見
形
影
、
暗
中
不
覺
、

損
壞
其
身
、
不
可
恣
縱
六
賊
三
尸
。
只
要
勦
除
猨
馬
、
屏
去
萬
縁
。
怕
汝
不
信
。
火
尅
金
、
金
尅
木
、
木
尅
土
、
土
尅
水
、
水
尅
火
、
此
是
五
行
相
尅
之

法
。
又
如
金
生
水
、
木
生
火
、
此
是
地
道
順
行
、
即
有
生
死
。
只
要
水
生
金
、
火
生
木
、
此
是
天
道
逆
行
、
豈
有
生
死
乎
。
大
抵
修
錬
決
要
、
養
就
水
中

金
、
此
是
五
行
顛
倒
法
」（『
凝
陽
董
眞
人
遇
仙
記
』10b/03

）
と
述
べ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
唐
淳
『
注
』
に
依
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
31
）
唐
淳
『
注
』
よ
り
や
や
遅
れ
る
十
四
世
紀
末
の
何
道
全
『
隨
機
應
化
録
』（
上/05a/02

）
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
近
世
以
後
に
或
い
は
こ
の

様
な
言
説
が
歓
迎
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
32
）
外
界
と
の
関
わ
り
を
断
つ
こ
と
を
優
先
す
る
発
想
は
、北
宋
の
道
家
思
想
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
拙
著
『
宋
代
道
家
思
想
史
研
究
』
を
参
照
。

（
33
）
以
下
の
論
述
で
は
、
蜂
屋
『
金
代
道
教
の
研
究
』
を
参
照
し
た
箇
所
が
多
い
。
学
恩
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
34
）
張
廣
保
『
金
元
全
眞
道
内
丹
心
性
學
』（
三
聯
書
店
、一
九
九
五
年
）
は
「
早
期
全
眞
道
」
は
「
性
命
」
と
「
神
氣
」
を
結
び
付
け
、又
、「
性
」
＝
「
神
」、

「
命
」
＝
「
氣
」
と
い
う
立
場
と
「
傳
統
道
教
の
神
氣
修
煉
」
と
結
び
付
け
て
お
り
、
そ
れ
は
王
重
陽
の
「
神
」
＝
「
性
」、「
氣
」
＝
「
命
」
と
い
う
内

丹
思
想
を
継
承
し
た
基
本
原
則
で
あ
る
（
八
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
馬
丹
陽
に
就
い
て
も
、
そ
の
「
内
丹
修
煉
」
に
関
す
る
「
心
性
」
問
題
は
、「
心
」

と
「
性
」
を
一
体
化
し
、「
神
氣
」
に
よ
っ
て
「
性
命
」
を
解
釈
し
、「
清
靜
」
を
基
本
的
特
色
と
す
る
「
全
眞
内
丹
心
性
理
論
」
の
体
系
を
作
り
上
げ
て

い
る
（
七
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
は
そ
の
一
方
で
、「
早
期
全
眞
道
」
は
、「
以
氣
爲
母
、
以
神
爲
子
」
と
い
う
立
場
を
取
り
、
馬
丹
陽

『
金
玉
集
』
も
「
氣
是
神
之
母
、
神
是
氣
之
子
、
子
母
成
眞
一
、
眞
一
脱
生
死
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
傳
統
道
教
の
一
般
主
張
」
と
明
ら
か
に

異
な
る
と
論
じ
て
い
る
（
八
七
頁
）。「
傳
統
道
教
の
一
般
主
張
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
不
明
だ
が
、
本
論
が
指
摘
し
た
様
に
、「
氣
是
神
之
母
、

神
是
氣
之
子
」
の
句
は
五
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
書
は
又
「
後
期
全
眞
道
」
に
は
「
自
然
造
化
の
過
程
」
を
逆
転
さ
せ
る
思
想
が
見
ら
れ
、
そ

れ
は
「
早
期
全
眞
道
」
の
内
丹
理
論
と
は
異
な
る
と
述
べ
て
い
る
が
（
九
三
頁
）、し
か
し
、本
論
で
指
摘
し
た
様
に
、王
重
陽
の
思
想
の
中
に
も
「
顛
倒
」

の
概
念
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
又
、
先
行
す
る
唐
淳
『
注
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
。

（
35
）
窪
「
全
眞
教
の
成
立
」（
五
一
頁
）
を
参
照
。
更
に
、
注
（
29
）『
鍾
呂
傳
道
集
』
は
「
精
・
炁
・
神
也
」
を
「
三
寶
」
と
見
做
し
て
い
る
。

（
36
）
所
謂
「
早
期
全
眞
道
」
の
「
顛
倒
」
に
就
い
て
は
、
張
廣
保
『
金
元
全
眞
教
史
新
研
究
』（
青
松
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
「
逆
行
原
則
」
と
し
て

言
及
が
見
ら
れ
る
（
二
九
三
頁
）。

（
37
）
こ
の
種
の
「
打
坐
」
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
禅
の
「
靜
坐
」
の
影
響
下
に
在
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
唐
淳
『
注
』
の
立
場
と
矛
盾
す
る
も
の
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で
は
な
い
。

（
38
）
尚
、
注
意
す
べ
き
は
、
王
重
陽
が
「
又
名
天
地
交
泰
之
法
、
又
名
坎
離
交
媾
、
是
體
交
神
不
交
之
法
、
神
不
交
者
是
清
靜
之
法
、
千
遍
不
搖
不
動
之
法
」

（『
重
陽
眞
人
金
關
玉
鎖
訣
』。『
王
重
陽
集
』
二
九
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
様
に
、「
天
地
」
の
融
合
に
触
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
唐
淳
『
注
』
の

立
場
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
馬
丹
陽
に
も
「
木
金
交
、
天
地
活
、
眞
眞
漸
好
。
澄
清
湛
寂
深
通
奧
」（「
香
山
會
、
馬
丹
樣
次
韻
」『
重
陽
教
化
集
』。

『
同
』
二
三
八
頁
）、「
自
然
天
地
兩
交
流
、
十
分
功
滿
性
風
流
」（「
十
了
功
乃
内
事
、
非
眼
前
境
界
、
眞
清
眞
淨
、
自
然
得
之
」、『
洞
玄
金
玉
集
』。『
馬

鈺
集
』
九
四
頁
）
と
、「
天
地
」
融
合
を
意
味
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。

（
39
）
窪
「
全
眞
教
の
成
立
」（
三
五
頁
）
を
参
照
。
又
、
蜂
屋
『
金
代
道
教
の
研
究
』
は
、
王
重
陽
が
内
丹
術
か
ら
入
道
し
て
や
が
て
そ
れ
を
克
服
し

た
の
に
対
し
て
、
そ
の
最
終
的
教
え
を
最
初
か
ら
受
け
た
馬
丹
陽
に
と
り
内
丹
術
は
当
初
か
ら
方
便
に
過
ぎ
ず
、
内
丹
道
に
拘
泥
す
る
こ
と
は
禁
止
す

ら
さ
れ
た
と
両
者
を
比
較
し
（
三
三
〇
〜
三
三
一
頁
）、
盧
国
龍
「
丹
陽
評
傳
」（『
馬
丹
陽
學
案
』
所
収
。
齊
魯
書
社
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
馬
丹
陽
は

錬
丹
を
理
解
し
て
い
た
も
の
の
、「
門
戸
」、「
下
手
處
」
の
境
地
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
自
ず
と
王
重
陽
と
の
間
に
は
違
い
が
有
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る

（
二
八
、三
〇
頁
）。

（
40
）
窪
「
全
眞
教
の
成
立
」（
二
六
頁
）
を
参
照
。　

（
41
）
注
（
39
）
に
指
摘
し
た
様
な
精
緻
な
論
考
も
見
ら
れ
る
一
方
、
例
え
ば
、
張
廣
保
『
金
元
全
眞
道
内
丹
心
性
學
』
は
、
七
真
は
王
重
陽
の
立
教
原
則
を

守
り
な
が
ら
も
そ
の
具
体
的
解
釈
に
は
違
い
が
有
る
と
し
（
七
七
頁
）、
馬
丹
陽
に
就
い
て
は
「
清
静
無
爲
」
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
（
九
〇
頁
）
と
し

な
が
ら
も
、
全
体
の
論
述
で
は
「
早
期
全
眞
道
」
を
一
括
し
て
論
じ
る
傾
向
に
あ
り
、
丁
原
明
・
白
如
祥
・
李
延
倉
『
早
期
全
眞
道
教
哲
學
思
想
論
綱
』

「
第
三
章　

馬
鈺
的
〝
全
眞
〞
哲
學
思
想
」（
齊
魯
書
社
、
二
〇
一
一
）
も
同
傾
向
で
あ
る
。
又
、
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
は
あ
る
が
、
孫
亦
平
「
論
早

期
全
眞
道
心
性
論
的
理
論
指
歸
」（『
南
京
大
學
學
報
（
哲
學
・
人
文
・
社
會
科
學
）』
一
九
九
七
年
第
四
期
所
収
）、
丁
原
明
「
全
眞
道
哲
學
的
意
蘊
及
其

理
論
特
色
」（『
商
丘
師
範
學
院
學
報
』
第
二
八
巻
第
七
号
、
二
〇
一
二
年
）、
李
玉
用
「
略
論
儒
家
思
想
對
早
期
全
眞
諸
子
的
影
響
―
以
王
重
陽
、
馬
鈺

和
丘
處
機
爲
中
心
」（『
孔
子
研
究
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
）
等
も
「
早
期
全
眞
道
」
と
い
う
括
り
で
一
括
し
て
論
じ
て
い
る
。

※
本
論
は
、「
第
一
届
東
亞
宗
教
文
化
國
際
學
術
研
討
會
：
東
亞
宗
教
的
傳
統
性
與
現
代
性
」（
二
〇
一
四
年
五
月
二
十
四
日
〜
二
十
五
日
。
於
上
海
）
に
於
け

る
口
頭
発
表
「
唐
淳
『
黄
帝
陰
符
經
注
』
的
思
想
與
其
道
教
思
想
上
的
意
義
（
中
國
語
）」
に
基
づ
く
。
又
、
口
頭
発
表
及
び
本
論
の
何
れ
も
が
平
成
二
十
五

〜
二
十
七
年
度
科
研
費
「
中
国
近
世
期
『
陰
符
經
』
諸
注
の
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号:
二
五
三
七
〇
〇
四
九
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


